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修士論文題目 痴呆の重症度と手続記憶との関連性
「痴呆の重症度と手続記憶との関連性」を明確にするために、空っの仮説を検証
する。
1.痴呆性高齢者の改定長谷川式簡易知能評価スケール(HDS-R)が重症であっ
ても手続記憶としての食事・家事の機肯EHま残存している。
2.食事が自立している痴呆性高齢者は家事も自立している。
方法　　対象者は65歳以上の痴呆性高齢者で、家事歴のある女性114人である。
痴呆の重症度は、 HDS-Rの得点を基に「重症度1-4」に分類した。さらに、最
も重症度の高い「重症度4」を「重症度4-1」と「重症度4・2」の2群に分けた。
手続記憶の調査は食事と家事の5項目を観無し、評価基準はBarthelIndexに準
じた。
結果は、各重症度分類の上下に位置する食事・家事の自立音数をFisherの直接確
率計算酷で統計解析した。また、食事と家事の自立の関連も同様の方法を用いて行
った。
結果　1. 「重症度1」と　r重症度2」、 r重症度2」と「重症度3」は、食事・家事の全て
の項目で関連があった。
2. 「重症度aj　と「重症度4」は、食事・家事の全ての項目で関連がなかった。
3. 「重症度4-1」は「重症度3」と関連があった。しかし、 r重症度4-2J　とは関
連がなかった。
4.各重症度別の食事と家事の5項目における自立は関連があった。
以上の1から4より、 2つの仮説は検証された。
考察　　HDS-Rが重症であっても手続記憶としての食事・家事の機能は残存していた。
これは、 H工)S-Bは宣昔記憶を主とし、食事.家事は手続記憶を主としたものであ
るからと考えられる。
痴呆性高齢者の評価は、痴呆の症状だけでなく、生活歴の中に潜んでいる手続記
憶というプラス面を見出すことが重要である。そして、それを活用することで、再
びその人らしい生活を取り戻すことができると考えた。
総括　114人の痴呆性高齢者を対象にして、痴呆の重症度と手続記憶との関連性を調査
研究した。その結果、痴呆の重症度と手続記憶との関連性はなかったoまた、日常
で活用している手続記憶と活用していない手続記憶が同率で残存していた。
残存している手続記憶を活用する援助で、痴呆性高齢者の自己実現が再び可能に
なると考えた。
(備考) 1.研究の目的.方披・結果・考察・総括の順に記載すること。 (1200宇程度)
2. ※印の欄には記入しないこと。
